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〈指導者の言葉〉 
 
本作品は，夏休み中に東広島市のいろいろな町のマンホールを調べて回
り，そこから分かったことを整理して述べた調査報告文です。 
 生活科の学習では，通学路を歩いたり，地域の公園へ行ったりする活動
を通して，町には自分たちを支えてくれている多くの人がいることに気付く
という学習を行ってきました。この学習を発展させて，夏休みに町を歩き，
見付けたマンホールのデザインのひみつについて調べて記録しています。 
 
報告文を書く際，主に以下の三つの点を指導しました。 
①伝えたいことを明確にして書くこと。 
②調査の手順が分かるように，段落を意識して順序よく書くこと。 
③調べて分かったことから，自分の考えを伝えること。 
 
 児童は，まず，調べたマンホールのデザインを順に紹介しています。次
に,  各町とマンホールのデザインの関係について考え，「マンホールには，
大人にも子どもにも，分かりやすくその町のことを知らせる力がある」と，
まとめています。さらに，調べて分かったことをもとに，「学校の近くに置
くマンホールのデザインは交通安全を呼びかける絵がよい」と，自分の考え
を述べています。 
 
本校では，「課題発見力」「追求力」「評価力」の三つの資質能力の育成に
力を入れています。本児は「マンホールのデザインにはどんな意味があるの
だろう」と自ら課題を発見して調べ，マンホールのデザインがもつ力が分か
った後に，「自分だったらこのようなデザインにする」と発展的に考えてお
り，三つの資質能力がしっかりと発揮された作品になっています。 

 


